
 

 

 

 

 

 

 

 

衆議院予算委員会では、令和４年

度予算審議が大詰めを迎えようとして

います。２月１６日（水）、１７日（木）に

は予算委員会分科会が開催され、私

自身、初めての国会質問の機会をい

ただき、国会へと送り出していただい

た皆様へ改めての感謝を胸に、心して

臨みました。 

 
 

【予算委員会第７分科会（経済産業省所管） 質疑】 

第７分科会では、モータースポーツに育てていただいた私だからこ

そ、我が国の基幹産業でもあり、私たちの生活と密接に関わる自動

車について質問をさせていただきました。 

合成燃料は、二酸化酸素と水素を合成して製造される燃料であり、

我が国のエネルギー政策において、大転換を実現できる可能性があ

ります。「石油がなくても、石油を造れる」技術であるため、合成燃料

を国内で研究開発、製造拠点をしっかり整備していくことが日本の将

来の安全保障につながるのではないでしょうか。国際競争社会の中

で、自動車におけるカーボンニュートラル実現は、ＥＶへの一本化で

はなく、内燃機関を含む様々な選択肢が重要だと考えます。その選 

 

択肢を持つために、合成燃料や内燃機関の研究開発など幅の広い

研究開発支援を進め、国際競争に打ち勝つために、スピード感を持

った技術開発や生産拠点の整備への支援が必要だと訴えました。 

萩生田光一経済産業大臣から「電気自動車などだけではなく、  

多様な技術の選択肢を追求し、合成燃料などの技術開発や商用化

に向けて開発を進めることが重要であり、カーボンニュートラル実現

に向けて取り組んでいく」と前向きなご答弁を賜りました。 

 

【予算委員会第４分科会（文部科学省所管） 質疑】 

第４分科会では、子供たちが未来へ希望を持ちそれぞれの夢に 

向かって挑戦できる社会づくりに向けて、教育環境改善・GIGA スクー

ル構想、相談支援の充実、留学生についてや、またスポーツ、文化

芸術、アーティスト支援など幅広く質問しました。 

末松信介文部科学大臣から「学校現場をまわり、子供たちが楽しく

学ぶ姿や、教職員の皆様のご努力を拝見し、個別最適な学びと協働

的な学びが推進できる環境づくりに取り組む」と力強いご回答を賜り

ました。 

今後も、未来への希望を持てる社会づくりや、力強い日本の経済

力構築に向けて寄与できるよう努めて参ります。 

 

令和４年２月２１日 
 

衆議院議員  
 

 

 

 

 

 

人生で初めての国会質問に立つ！！ 

 
こちらから国会質問をご覧いただけます！ 

 
 
 
 

【第７分科会（経産）】    【第４分科会（文科）】 
 

ぜひともご覧くださいませ。 


